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(57)【要約】
　本開示のある態様は、概して、曖昧なユーザ機器（Ｕ
Ｅ）能力シグナリングを解決することに関連している。
ある態様にしたがった、ＵＥによるワイヤレス通信のた
めの方法を提供している。方法は一般的に、無線アクセ
スネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上で
の、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポ
イント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つを
サポートするＵＥの能力を決定することと、帯域の組み
合わせに対する、ＵＥの能力の第１の組み合わせを、Ｒ
ＡＮの基地局（ＢＳ）にシグナリングすることと、帯域
の組み合わせに対する、能力の第１の組み合わせとは異
なる、能力の第２の組み合わせを、ＢＳにシグナリング
することと、１つ以上の基準に基づいて、ＢＳと通信す
るのに使用する能力の特定の組み合わせを識別すること
とを含んでいる。ある態様において、ＵＥは、決定論的
なルールを適用することによって、使用する能力の組み
合わせを識別してもよい。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定することと、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングすることと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、能力の第２
の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングすることと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
【請求項２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み合わせ、ま
たは、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定することを含む
請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序に基づいている請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされているリ
ストに基づいている請求項６記載の方法。
【請求項９】
　前記識別することは、使用する能力の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＢＳから
受信することを含む請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＢＳのシグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能力の第２の
組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法において、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
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わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信することと、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信することと、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別することとを含む方法。
【請求項１２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最小共通値を取ることを含む請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記識別することは、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最大共通値を取ることを含む請求項１１記載の方法。
【請求項１６】
　前記識別することは、決定論的なルールを適用して、前記能力の第１の組み合わせ、ま
たは、前記能力の第２の組み合わせ、のうちのいずれを使用するかを決定することを含む
請求項１１記載の方法。
【請求項１７】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序に基づいている請求項１６記載の方法。
【請求項１８】
　前記決定論的なルールは、前記能力の第１の組み合わせと前記能力の第２の組み合わせ
とがシグナリングされた順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされているリ
ストに基づいている請求項１６記載の方法。
【請求項１９】
　使用する能力の組み合わせの表示を、前記ＵＥにシグナリングすることをさらに含む請
求項１１記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＢＳのシグナリングは、前記能力の第１の組み合わせ、または、前記能力の第２の
組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせを示す請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つ
をサポートする前記ＵＥの能力を決定する手段と、
　帯域の組み合わせに対する、前記ＵＥの能力の第１の組み合わせを、前記ＲＡＮの基地
局（ＢＳ）にシグナリングする手段と、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、能力の第２
の組み合わせを、前記ＢＳにシグナリングする手段と、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
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を識別する手段とを具備する装置。
【請求項２２】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項２１記載の装置。
【請求項２３】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２２記載の装置。
【請求項２４】
　前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最小共通値を取る手段を備える請求項２１記載の装置
。
【請求項２５】
　前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最大共通値を取る手段を備える請求項２１記載の装置
。
【請求項２６】
　基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための装置において、
　帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数
帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）
機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能力の、第１の組み合
わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから受信する手段と、
　前記帯域の組み合わせに対する、前記能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異
なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つを
サポートする前記ＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、前記ＵＥから
受信する手段と、
　１つ以上の基準に基づいて、前記ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせ
を識別する手段とを具備する装置。
【請求項２７】
　前記能力は、ダウンリンクの受信に対してサポートされるＭＩＭＯレイヤの数、または
、チャネルフィードバックに対してサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の数
、のうちの少なくとも１つを含む請求項２６記載の装置。
【請求項２８】
　前記能力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセッ
トと、第２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、
　前記能力の第２の組み合わせは、前記第１の帯域に対する、前記能力の第１のセットと
は異なる、能力の第３のセットと、前記第２の帯域に対する、前記能力の第２のセットと
は異なる、能力の第４のセットとを示す請求項２７記載の装置。
【請求項２９】
　前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最小共通値を取る手段を備える請求項２６記載の装置
。
【請求項３０】
　前記識別する手段は、前記能力の第１のセットと前記能力の第２のセットとのそれぞれ
における１つ以上の能力に対する、最大共通値を取る手段を備える請求項２６記載の装置
。
【発明の詳細な説明】
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【米国特許法第１１９条の下での優先権の主張】
【０００１】
　　［０００１］
　本出願は、その全体が参照によってここに組み込まれている、２０１３年１月１８日に
出願された米国仮特許出願番号第６１／７５４，４０７号の利益を主張する。
【背景】
【０００２】
　Ｉ．分野
　　［０００２］
　本開示のある態様は、概してワイヤレス通信に関連しており、より詳細には、曖昧なユ
ーザ機器（ＵＥ）能力シグナリングを解決することに関連している。
【０００３】
　ＩＩ．背景
　　［０００３］
　ワイヤレス通信システムは、音声、データなどのような、さまざまなタイプの通信コン
テンツを提供するために幅広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステ
ムリソース（例えば、帯域幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信
をサポートすることが可能である、多元接続システムであるかもしれない。このような多
元接続システムの例には、コード分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシ
ッププロジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥアドバ
ンストシステム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムが含まれる。
【０００４】
　　［０００４］
　一般的に、ワイヤレス多元接続通信システムは、複数のワイヤレス端末に対する通信を
同時にサポートすることができる。各端末は、フォワードリンクおよびリバースリンク上
での送信を介して１つ以上の基地局と通信する。フォワードリンク（または、ダウンリン
ク）は基地局から端末への通信リンクのことを指し、リバースリンク（または、アップリ
ンク）は端末から基地局への通信リンクのことを指す。この通信リンクは、単一入力単一
出力システム、複数入力単一出力システム、または複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システ
ムを介して確立されるかもしれない。
【０００５】
　　［０００５］
　ワイヤレス通信ネットワークは、多数のワイヤレスデバイスに対して通信をサポートす
ることができる多数の基地局を含んでいるかもしれない。ワイヤレスデバイスには、ユー
ザ機器（ＵＥ）および遠隔デバイスが含まれる。ＵＥは、人間による直接の制御の下で動
作するデバイスである。ＵＥのいくつかの例には、セルラ電話機、スマートフォン、パー
ソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、タ
ブレット、ラップトップコンピュータ、ネットブック、スマートブック、ウルトラブック
などが含まれる。遠隔デバイスは、人間によって直接制御されることなく動作するデバイ
スである。遠隔デバイスのいくつかの例には、センサ、メータ、ロケーションタグなどが
含まれる。遠隔デバイスは、基地局、別の遠隔デバイス、または他の何らかのエンティテ
ィと通信するかもしれない。マシンタイプ通信（ＭＴＣ）は、通信の少なくとも一端にお
いて、少なくとも１つの遠隔デバイスを伴う通信のことを指す。
【概要】
【０００６】
　　［０００６］
　本開示のある態様は、概して、曖昧なユーザ機器（ＵＥ）能力シグナリングを解決する
ことに関連している。
【０００７】
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　　［０００７］
　本開示のある態様は、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための方法を提供し
ている。方法は一般的に、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域
上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能
のうちの少なくとも１つをサポートするＵＥの能力を決定することと、帯域の組み合わせ
に対する、ＵＥの能力の第１の組み合わせを、ＲＡＮの基地局（ＢＳ）にシグナリングす
ることと、帯域の組み合わせに対する、能力の第１の組み合わせとは異なる、能力の第２
の組み合わせを、ＢＳにシグナリングすることと、１つ以上の基準に基づいて、ＢＳと通
信するのに使用する能力の特定の組み合わせを識別することとを含んでいる。
【０００８】
　　［０００８］
　本開示のある態様は、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のための方法を提供してい
る。方法は一般的に、帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）
の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチポイン
ト協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ）の能
力の、第１の組み合わせを示すシグナリングを、ＵＥから受信することと、帯域の組み合
わせに対する、能力の第１の組み合わせとは異なる、ＲＡＮの異なる動作周波数帯域上で
の、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの少なくとも１つをサポートするＵＥの能力
の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、ＵＥから受信することと、１つ以上の基準
に基づいて、ＵＥと通信するのに使用する能力の特定の組み合わせを識別することとを含
んでいる。
【０００９】
　　［０００９］
　ある態様は、上記の方法の動作を実行するための、さまざまな装置およびプログラムプ
ロダクトも提供している。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　　［００１０］
　本開示の上記に記載した特徴を詳細に理解できるように、上記で簡単に要約したものの
さらに詳細な説明は、態様を参照することによって与えられ、態様のうちのいくつかを添
付した図面中で図示している。しかしながら、添付した図面は、この開示のある典型的な
態様のみを図示しており、したがって、その範囲を限定していると見なされるべきもので
はないことに留意すべきである。説明は、他の等しく効果的な態様を許容するためである
。　
【図１】［００１１］　図１は、本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信ネット
ワークの例を概念的に図示しているブロックダイヤグラムである。
【図２】［００１２］　図２は、本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信ネット
ワークにおいてユーザ機器（ＵＥ）と通信している基地局の例を概念的に図示しているブ
ロックダイヤグラムを示している。
【図３】［００１３］　図３は、本開示のある態様にしたがった、ワイヤレス通信ネット
ワークにおけるフレーム構造の例を概念的に図示しているブロックダイヤグラムである。
【図４】［００１４］　図４は、本開示のある態様にしたがった、例示的なＣＳＩフィー
ドバックパラメータを示している表である。
【図５】［００１５］　図５は、本開示のある態様にしたがった、ＵＥによるワイヤレス
通信のための例示的な動作を図示している。
【図６】［００１６］　図６は、本開示のある態様にしたがった、基地局（ＢＳ）による
ワイヤレス通信のための例示的な動作を図示している。
【詳細な説明】
【００１１】
　　［００１７］
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　本開示のある態様は、概して、曖昧なユーザ機器（ＵＥ）能力シグナリングを解決する
ことに関連している。ＵＥが、帯域の組み合わせに対する、ＵＥ能力の第１の組み合わせ
を基地局（ＢＳ）にシグナリングして、帯域の同一の組み合わせに対する、能力の第２の
異なる組み合わせもシグナリングするときに、曖昧なシグナリングが結果的に生じるかも
しれない。ある態様にしたがうと、決定論的なルールを適用して能力のどの組み合わせを
使用するかを決定することによって、ＢＳと通信するのに使用する能力の特定の組み合わ
せが識別されるかもしれない。例えば、最初にシグナリングされた組み合わせ、または、
アルファベット順に順序付けされた最初の組み合わせを使用する。代替的に、使用する能
力の組み合わせをネットワークがシグナリングしてもよい。その組み合わせは、ＵＥによ
ってシグナリングされる組み合わせのいずれとも異なるかもしれない。
【００１２】
　　［００１８］
　ここで説明する技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ
、および他のネットワークのような、さまざまなワイヤレス通信ネットワークに対して使
用してもよい。用語“ネットワーク”と“システム”は、互換性があるように使用するこ
とが多い。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄ
ｍａ２０００などのような、無線機技術を実現してもよい。ＵＴＲＡは、ワイドバンドＣ
ＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））、時分割同期ＣＤＭＡ（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）、および
、ＣＤＭＡの他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００標準規格、ＩＳ－９
５標準規格、およびＩＳ－８５６標準規格をカバーしている。ＴＤＭＡネットワークは、
グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））のような
無線機技術を実現してもよい。ＯＦＤＭＡネットワークは、進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ）、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．
２０、フラッシュＯＦＤＭなどのような、無線機技術を実現してもよい。ＵＴＲＡおよび
Ｅ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の
一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンス
ト（ＬＴＥ－Ａ）は、周波数分割デュプレクス（ＦＤＤ）および時分割デュプレクス（Ｔ
ＤＤ）の両方において、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースであり、ダウ
ンリンク上でＯＦＤＭＡを用い、アップリンク上でＳＣ－ＦＤＭＡを用いる。ＵＴＲＡ、
Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、“第三世代パートナー
シッププロジェクト”（３ＧＰＰ）という名の機関による文書中に記述されている。ｃｄ
ｍａ２０００およびＵＭＢは、“第三世代パートナーシッププロジェクト２”（３ＧＰＰ
２）という名の機関による文書中に記述されている。ここで説明している技術は、上述し
たワイヤレスネットワークおよび無線機技術とともに、他のワイヤレスネットワークおよ
び無線機技術に対して使用してもよい。明確にするために、技術のある態様は、以下では
ＬＴＥ／ＬＴＥアドバンストに対して記述しており、以下の記述の多くにおいてＬＴＥ／
ＬＴＥアドバンスト専門用語を使用している。
【００１３】
　　［００１９］
　図１はワイヤレス通信ネットワーク１００を示しており、ワイヤレス通信ネットワーク
１００は、ＬＴＥネットワークまたは他の何らかのワイヤレスネットワークであってもよ
い。ワイヤレスネットワーク１００は、多数の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）１１０および他
のネットワークエンティティを含んでいるかもしれない。ｅＮＢは、ユーザ機器（ＵＥ）
と通信するエンティティであり、基地局、ノードＢ、アクセスポイントなどと呼ばれるこ
ともある。各ｅＮＢは、特定の地理エリアに対する通信カバレッジを提供している。３Ｇ
ＰＰにおいて、用語“セル”は、用語が使用される状況に依存して、ｅＮＢのカバレッジ
エリア、および／または、そのカバレッジエリアを担当しているｅＮＢサブシステムのこ
とを指すことがある。
【００１４】
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　　［００２０］
　ｅＮＢは、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
対する、通信カバレッジを提供するかもしれない。マクロセルは、比較的広い地理エリア
（例えば、半径数キロメートル）をカバーし、サービス加入を有するＵＥによる、制限さ
れていないアクセスを可能にすることができる。ピコセルは、比較的小さい地理エリアを
カバーし、サービス加入を有するＵＥによる、制限されていないアクセスを可能にするこ
とができる。フェムトセルは、比較的小さい地理エリア（例えば、ホーム）をカバーし、
フェムトセルとの関係を有するＵＥ（例えば、閉じられた加入者グループ（ＣＳＧ）中の
ＵＥ）による、制限されたアクセスを可能にするかもしれない。マクロセルに対するｅＮ
ＢはマクロｅＮＢと呼ばれることもある。ピコセルに対するｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれ
ることもある。フェムトセルに対するｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢ（Ｈ
ｅＮＢ）と呼ばれることもある。図１において示している例では、ｅＮＢ１１０ａは、マ
クロセル１０２ａに対するマクロｅＮＢであり、ｅＮＢ１１０ｂは、ピコセル１０２ｂに
対するピコｅＮＢであり、ｅＮＢ１１０ｃは、フェムトセル１０２ｃに対するフェムトｅ
ＮＢである。ｅＮＢは、１または複数の（例えば、３つの）セルをサポートすることがで
きる。用語“ｅＮＢ”、“基地局”、および“セル”は、ここでは交換可能に使用する。
【００１５】
　　［００２１］
　ワイヤレスネットワーク１００は中継局も含んでいるかもしれない。中継局は、アップ
ストリーム局（例えば、ｅＮＢまたはＵＥ）からデータの送信を受信でき、ダウンストリ
ーム局（例えば、ＵＥまたはｅＮＢ）へデータの送信を送ることができるエンティティで
ある。中継局はまた、他のＵＥに対して送信を中継できるＵＥであってもよい。図１にお
いて示している例では、中継局１１０ｄは、ｅＮＢ１１０ａとＵＥ１２０ｄとの間の通信
を容易にするために、マクロｅＮＢ１１０ａおよびＵＥ１２０ｄと通信することができる
。中継局は、中継ｅＮＢ、中継基地局、中継器などと呼ばれることもある。
【００１６】
　　［００２２］
　ワイヤレスネットワーク１００は、異なるタイプのｅＮＢ、例えば、マクロｅＮＢ、ピ
コｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、中継ｅＮＢなど、を含む異種ネットワークであってもよい。
ワイヤレスネットワーク１００において、これらの異なるタイプのｅＮＢは、異なる送信
電力レベル、異なるカバレッジエリア、および、干渉における異なる影響を有しているか
もしれない。例えば、マクロｅＮＢが高い送信電力レベル（例えば、５から４０ワット）
を有している一方で、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、および中継ｅＮＢは、より低い送信
電力レベル（例えば、０．１から２ワット）を有しているかもしれない。
【００１７】
　　［００２３］
　ネットワーク制御装置１３０は、ｅＮＢのセットに結合していてもよく、これらのｅＮ
Ｂに対して調整および制御を提供するかもしれない。ネットワーク制御装置１３０は、バ
ックホールを介してｅＮＢと通信してもよい。ｅＮＢはまた、例えば、ワイヤレスまたは
ワイヤラインのバックホールを介して直接的または間接的に、互いに通信してもよい。
【００１８】
　　［００２４］
　ＵＥ１２０（例えば、１２０ａ、１２０ｂ、１２０ｃ）は、ワイヤレスネットワーク１
００全体を通して分散されていてもよく、各ＵＥは静的であっても、または移動体であっ
てもよい。ＵＥは、アクセス端末、端末、移動局、加入者ユニット、局などと呼ばれるこ
ともある。ＵＥは、セルラ電話機、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ワイヤ
レスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、ラップトップコンピュー
タ、コードレス電話機、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、タブレット、スマート
フォン、ネットブック、スマートブック、ウルトラブックなどであってもよい。図１にお
いて、両端矢印を有する実線は、ＵＥと担当ｅＮＢとの間の所望送信を示しており、担当
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ｅＮＢは、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上でＵＥを担当するように指定され
ているｅＮＢである。両端矢印を有する破線は、ＵＥとｅＮＢとの間の潜在的な干渉送信
を示している。
【００１９】
　　［００２５］
　図２は、基地局／ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０との設計のブロックダイヤグラムを示して
おり、基地局／ｅＮＢ１１０とＵＥ１２０は、図１における基地局／ｅＮＢのうちの１つ
とＵＥのうちの１つとであってもよい。基地局１１０は、Ｔ本のアンテナ２３４ａないし
２３４ｔを備えていてもよく、ＵＥ１２０は、Ｒ本のアンテナ２５２ａないし２５２ｒを
備えていてもよい。
【００２０】
　　［００２６］
　基地局１１０において、送信プロセッサ２２０は、１つ以上のＵＥのためにデータソー
ス２１２からデータを受け取り、ＵＥから受信したＣＱＩに基づいて、各ＵＥに対して１
つ以上の変調コーディングスキーム（ＭＣＳ）を選択し、ＵＥに対して選択したＭＣＳに
基づいて、各ＵＥのためにデータを処理（例えば、エンコードおよび変調）し、すべての
ＵＥに対してデータシンボルを提供するかもしれない。送信プロセッサ２２０は、（例え
ば、ＳＲＰＩなどに対する）システム情報および制御情報（例えば、ＣＱＩ要求、許可、
上位レイヤシグナリングなど）も処理し、オーバーヘッドシンボルおよび制御シンボルを
提供してもよい。プロセッサ２２０は、基準信号（例えば、ＣＲＳ）および同期信号（例
えば、ＰＳＳおよびＳＳＳ）に対する基準シンボルも発生させてもよい。送信（ＴＸ）複
数入力複数出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ２３０は、適用可能な場合に、データシンボル、
制御シンボル、オーバーヘッドシンボル、および／または基準シンボル上で、空間処理（
例えば、プリコーディング）を実行してもよく、Ｔ個の変調器（ＭＯＤ）２３２ａないし
２３２ｔにＴ個の出力シンボルストリームを提供してもよい。各変調器２３２は、（例え
ば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理して出力サンプル
ストリームを取得してもよい。各変調器２３２は、出力サンプルストリームをさらに処理
（例えば、アナログにコンバート、増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）し
てダウンリンク信号を取得してもよい。変調器２３２ａないし２３２ｔからのＴ個のダウ
ンリンク信号はそれぞれ、Ｔ本のアンテナ２３４ａないし２３４ｔを介して送信してもよ
い。
【００２１】
　　［００２７］
　ＵＥ１２０において、アンテナ２５２ａないし２５２ｒは、基地局１１０および／また
は他の基地局からダウンリンク信号を受信するかもしれず、復調器（ＤＥＭＯＤ）２５４
ａないし２５４ｒに受信信号をそれぞれ提供するかもしれない。各復調器２５４は、その
受信信号を調整（例えば、フィルタリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化
）して入力サンプルを取得してもよい。各復調器２５４は、（例えば、ＯＦＤＭなどのた
めに）入力サンプルをさらに処理して受信シンボルを取得してもよい。ＭＩＭＯ検出器２
５６は、Ｒ個のすべての復調器２５４ａないし２５４ｒから受信シンボルを取得し、適用
可能な場合に受信シンボル上でＭＩＭＯ検出を実行して、検出したシンボルを提供しても
よい。受信プロセッサ２５８は、検出シンボルを処理（例えば、復調およびデコード）し
、ＵＥ１２０に対するデコードしたデータをデータシンク２６０に提供し、デコードした
制御情報およびシステム情報を制御装置／プロセッサ２８０に提供してもよい。チャネル
プロセッサは、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、ＲＳＲＱ、ＣＱＩなどを決定してもよい。
【００２２】
　　［００２８］
　アップリンク上で、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ２６４がデータソース２６２
からのデータと、制御装置／プロセッサ２８０からの（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、Ｒ
ＳＲＱ、ＣＱＩなど、を含む報告に対する）制御情報とを受け取って処理するかもしれな
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い。プロセッサ２６４は、１つ以上の基準信号に対する基準シンボルも発生させるかもし
れない。送信プロセッサ２６４からのシンボルは、適用可能な場合にＴＸ　ＭＩＭＯプロ
セッサ２６６によってプリコーディングされ、（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ、ＯＦＤＭなどの
ために）変調器２５４ａないし２５４ｒによってさらに処理され、基地局１１０に送信さ
れるかもしれない。基地局１１０においては、ＵＥ１２０および他のＵＥからのアップリ
ンク信号がアンテナ２３４によって受信され、復調器２３２によって処理され、適用可能
な場合にＭＩＭＯ検出器２３６によって検出され、受信プロセッサ２３８によってさらに
処理されて、デコードされた、ＵＥ１２０によって送られたデータおよび制御情報が取得
されるかもしれない。プロセッサ２３８は、デコードされたデータをデータシンク２３９
に提供し、デコードされた制御情報を制御装置／プロセッサ２４０に提供してもよい。基
地局１１０は、通信ユニット２４４を備えていてもよく、通信ユニット２４４を介してネ
ットワーク制御装置１３０に通信するかもしれない。ネットワーク制御装置１３０は、通
信ユニット２９４、制御装置／プロセッサ２９０、およびメモリ２９２を備えていてもよ
い。
【００２３】
　　［００２９］
　制御装置／プロセッサ２４０および２８０はそれぞれ、基地局１１０およびＵＥ１２０
における動作を指示するかもしれない。基地局１１０における、プロセッサ２４０および
／または他のプロセッサならびにモジュールが、ならびに／あるいは、ＵＥ１２０におけ
る、プロセッサ２８０および／または他のプロセッサならびにモジュールが、ここに説明
する技術に対するプロセスを実行または指示するかもしれない。メモリ２４２および２８
２はそれぞれ、基地局１１０およびＵＥ１２０に対するデータおよびプログラムコードを
記憶してもよい。スケジューラ２４６が、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上の
データ送信に対してＵＥをスケジューリングするかもしれない。
【００２４】
　　［００３０］
　ＵＥ１２０にデータを送信するときに、基地局１１０は、データ割り振りサイズに少な
くとも部分的に基づいてバンドリングサイズを決定し、決定したバンドリングサイズのバ
ンドルされた隣接リソースブロック中にデータをプリコーディングするように構成されて
いるかもしれない。各バンドル中のリソースブロックは、共通のプリコーディング行列に
よりプリコーディングされているかもしれない。すなわち、リソースブロック中の、ＵＥ
－ＲＳのような基準信号、および／またはデータは、同一のプリコーダを使用してプリコ
ーディングされているかもしれない。バンドルされたＲＢ（リソースブロック）の各ＲＢ
中のＵＥ－ＲＳに対して使用される電力レベルも、同一であるかもしれない。
【００２５】
　　［００３１］
　ＵＥ１２０は、相補的な処理を実行して、基地局１１０から送信されたデータをデコー
ドするように構成されているかもしれない。例えば、ＵＥ１２０は、隣接リソースブロッ
ク（ＲＢ）のバンドルで基地局から送信された受信データの、データ割り振りサイズに基
づいて、バンドリングサイズを決定し、ここで、各バンドル中のリソースブロックにおけ
る少なくとも１つの基準信号は、共通のプリコーディング行列によりプリコーディングさ
れており、決定したバンドリングサイズと、基地局から送信された１つ以上の基準信号（
ＲＳ）とに基づいて、少なくとも１つのプリコーディングされているチャネルを推定し、
推定したプリコーディングされているチャネルを使用して受信バンドルをデコードするよ
うに構成されているかもしれない。
【００２６】
　　［００３２］
　図３は、ＬＴＥにおける、ＦＤＤに対する例示的なフレーム構造３００を示している。
ダウンリンクおよびアップリンクのそれぞれに対する送信タイムラインは、無線フレーム
の単位に分割されてもよい。各無線フレームは、予め定められた持続期間（例えば、１０
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ミリ秒（ｍｓ））を有していてもよく、０ないし９のインデックスを有する１０個のサブ
フレームに分割されてもよい。各サブフレームは、２個のスロットを含んでいてもよい。
各無線フレームは、したがって、０ないし１９のインデックスを有する２０個のスロット
を含んでいてもよい。各スロットは、Ｌ個のシンボル期間、例えば、（図３において示し
ているように）ノーマルサイクリックプリフィックスに対して７個のシンボル期間、また
は、拡張サイクリックプリフィックスに対して６個のシンボル期間を含んでいてもよい。
各サブフレーム中の２Ｌ個のシンボル期間に、０ないし２Ｌ－１のインデックスが割り当
てられていてもよい。
【００２７】
　　［００３３］
　ＬＴＥでは、ｅＮＢは、ｅＮＢによってサポートされている各セルに対して、システム
帯域幅の中心の１．０８ＭＨｚで、ダウンリンク上で１次同期信号（ＰＳＳ）および２次
同期信号（ＳＳＳ）を送信してもよい。図３において示しているように、ノーマルサイク
リックプリフィックスを有する各無線フレームのサブフレーム０および５におけるシンボ
ル期間６および５中で、ＰＳＳおよびＳＳＳはそれぞれ送信されてもよい。ＰＳＳおよび
ＳＳＳは、セルのサーチおよび獲得のためにＵＥによって使用されてもよい。ｅＮＢは、
ｅＮＢによりサポートされている各セルに対して、システム帯域幅に渡ってセル特有基準
信号（ＣＲＳ）を送信してもよい。ＣＲＳは、各サブフレームのあるシンボル期間中で送
信してもよく、チャネル推定、チャネル品質測定、および／または他の機能を実行するた
めにＵＥによって使用されるかもしれない。ｅＮＢはまた、ある無線フレームのスロット
１におけるシンボル期間０から３中で、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）を送
信してもよい。ＰＢＣＨは、いくつかのシステム情報を伝えるかもしれない。ｅＮＢは、
あるサブフレームにおいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）上でシステム
情報ブロック（ＳＩＢ）のような他のシステム情報を送信してもよい。ｅＮＢは、サブフ
レームの最初のＢ個のシンボル期間中の物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）上
で制御の情報／データを送信してもよく、Ｂは各サブフレームに対して構成可能であって
もよい。ｅＮＢは、各サブフレームの残りのシンボル期間中のＰＤＳＣＨ上で、トラフィ
ックデータおよび／または他のデータを送信してもよい。
【００２８】
　曖昧なユーザ機器（ＵＥ）能力シグナリングを解決するための方法および装置
　　［００３４］
　ユーザ機器（ＵＥ）は、ＵＥの能力をネットワークにシグナリングして、ＵＥによって
サポートされる特有の機能についてネットワークに知らせるかもしれない。例えば、ダウ
ンリンク（ＤＬ）の受信に対してサポートされる複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）レイヤの
最大数を、ＵＥはシグナリングするかもしれない。別の例として、マルチポイント協調（
ＣｏＭＰ）においてサポートされるチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理の最大数を、ＵＥは
シグナリングするかもしれない。搬送波アグリゲーション（ＣＡ）を有するＣｏＭＰに対
しては、コンポーネント搬送波（ＣＣ）毎にサポートされるＣＳＩ処理の最大数を、ＵＥ
はシグナリングするかもしれない。
【００２９】
　　［００３５］
　サポートされるＭＩＭＯレイヤの最大数は、ＤＬ空間多重化に対してサポートされるレ
イヤの最大数を示している。サポートされるＭＩＭＯレイヤの最大数は、例えば、ＵＥ受
信アンテナの数、ＵＥ処理能力、および他のインプリメンテーション特有ファクターに依
存しているかもしれない。ネットワークは、ＵＥによってシグナリングされたレイヤの数
を使用して、ランクインジケータ（ＲＩ）シグナリングに対するビット幅を決定してもよ
い。例えば、ｅノードＢ（ｅＮＢ）アンテナおよびＵＥ受信アンテナの数の最小値である
最大の可能なランクとしてビット幅を選択してもよい。
【００３０】
　　［００３６］
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　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）リリース－１１では、サポートされるＣＳＩ
処理の最大数がＵＥ能力である。ＵＥが１、３、または４ＣＳＩ処理をサポートすること
を、ＵＥは示すかもしれない。チャネル測定に対する非ゼロ電力（ＮＺＰ）ＣＳＩ基準信
号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースと、干渉測定に対する干渉測定リソース（ＩＭＲ）との関係
として、ＣＳＩ処理は定義されている。図４は、本開示のある態様にしたがった、例示的
なＣＳＩフィードバックパラメータを示している表４００である。シグナリングされたＵ
Ｅ能力に基づいて、ＣＳＩフィードバック関連パラメータが得られる。図４において分か
るように、ＣＣ毎のベースで、シグナリングされたＵＥ能力に基づいて、ＣＳＩフィード
バックパラメータを決定することができる。
【００３１】
　　［００３７］
　同一の帯域組み合わせに対する反復ＵＥ能力シグナリングは、ＵＥとネットワークとの
間の曖昧な振る舞いにつながるかもしれない。搬送波アグリゲーションに対しては、帯域
と帯域との組み合わせ毎に、ＵＥはＵＥ能力を示すかもしれない。例えば、帯域Ａ、帯域
Ｂ、帯域Ｃの３つの帯域のシナリオを仮定し、ＰでＵＥ能力を示す。異なるＣＡ組み合わ
せに対する異なるＵＥ能力を、ＵＥはシグナリングすることができる。帯域Ａと帯域Ｂと
のＣＡに対しては、ＵＥ能力Ｐ１１とＰ１２との第１の組み合わせのサポートを、ＵＥは
シグナリングするかもしれない。帯域の別の組み合わせ、帯域Ａと帯域ＣとのＣＡに対し
ては、ＵＥ能力Ｐ２１とＰ２２との第２の組み合わせのサポートを、ＵＥはシグナリング
するかもしれない。Ｐ１１はＰ２１とは異なるかもしれず、Ｐ１２はＰ２２とは異なるか
もしれないが、両方は帯域Ａ中のＣＣに対応する（例えば、両方ではないが２つの帯域の
うちのいずれか一方で、ＵＥがより高いＵＥ能力をサポートすることをシグナリングする
）。
【００３２】
　　［００３８］
　別の例として、同一の帯域組み合わせに対する複数の能力を、ＵＥはシグナリングする
かもしれない。帯域Ａと帯域ＢとのＣＡに対して、ＵＥ能力Ｐ３１とＰ３２との組み合わ
せに対するサポートを、ＵＥはシグナリングするかもしれない。帯域Ａと帯域Ｂとの、同
一の帯域の同一のＣＡに対して、ＵＥ能力Ｐ４１とＰ４２との第２の異なる組み合わせに
対するサポートを、ＵＥはシグナリングするかもしれない。同一のＣＡ組み合わせに対す
る異なるＵＥ能力をシグナリングすることに対する１つの使用のケースは、両方ではない
が、帯域Ａまたは帯域Ｂのいずれかにおいて、より高い能力をサポートすることができる
ことを示すことである。
【００３３】
　　［００３９］
　ＵＥ能力の２つのペアのうちのどちらがネットワークにおいて使用されたかを、ＵＥが
知らないかもしれないので、このようなシグナリングは、ＵＥとネットワークとの間の曖
昧さにつながる。
【００３４】
　　［００４０］
　例えば、帯域Ａと帯域ＢとのＣＡに対して、各帯域内に帯域内ＣＡが存在しない場合は
、ＵＥ能力Ｐ１１、Ｐ１２の第１の組み合わせをＵＥはサポートする。代替的に、少なく
とも１つの帯域内に帯域内ＣＡが存在する場合（例えば、帯域Ａ、２つのＣＣ、および、
帯域Ｂ、１つのＣＣ）は、ＵＥ能力Ｐ２１、Ｐ２２の組み合わせをＵＥはサポートする。
このケースにおいて、明示的に特定されない場合、構成されたＣＣの数の関数としてシス
テムパラメータが得られるか否かは不明確であるかもしれない。
【００３５】
　　［００４１］
　ＵＥ能力の曖昧さの別の例として、空間レイヤの最大数のＵＥ能力に対して、ＵＥは以
下をシグナリングする。
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【数１】

　ネットワークは２つのＣＣを構成し、各ＣＣにおいて、４つのアンテナポートに対して
基準信号（ＲＳ）（例えば、セル特有基準信号（ＣＲＳ）またはＣＳＩ－ＲＳ）を構成す
る。このケースにおいて、４つのレイヤの最大値（ＵＥ能力）がＣＣ１においてサポート
されるか、または、ＣＣ２においてサポートされるかを、ＵＥは決定できない。ＵＥは、
このような値を、２つのＣＣのうちの１つがサポートできることを知っているだけである
。ＲＩ報告のビット幅がこの数に依存しているので、ＣＣ１およびＣＣ２においてそれぞ
れ、どのビット幅がＵＥによって使用されるのかに関して曖昧さが存在する。
【００３６】
　　［００４２］
　ＵＥ能力の曖昧さのさらに別の例として、ＣｏＭＰ　ＣＳＩ処理のＵＥ能力に対して、
ＵＥは以下をシグナリングする。
【数２】

　ＣＣ１においてｙ１＝３のＣＳＩ処理を、ＣＣ２においてｙ２＝３のＣＳＩ処理を有す
る２つのＣＣを、ネットワークが構成する。図５において示しているように、ＵＥ能力３
および４に対して、構成されるＣＳＩ処理の数は２または３であり、タイムラインパラメ
ータは５である。しかしながら、Ｐ＝３に対しては、トリガリングバジェットは３であり
、Ｐ＝４に対しては、トリガリングバジェットは４である。このケースにおいて、周波数
分割デュプレクス（ＦＤＤ）に対して、ＣＣ１およびＣＣ２においてトリガリングバジェ
ットのどの値が想定されるか、ＵＥは一意的には決定することができない。
【００３７】
　　［００４３］
　ＵＥ能力シグナリングにおける曖昧さを解決するための技術および装置をここで提供す
る。
【００３８】
　　［００４４］
　１つの解決法に関して、ある態様にしたがうと、同一の帯域組み合わせに対する複数の
ＵＥ能力をシグナリングすることは許容されていない。したがって、ＵＥはＵＥ能力の複
数の値をシグナリングすることはできず、曖昧さを取り除くことができる。
【００３９】
　　［００４５］
　別の解決法として、ある態様にしたがうと、曖昧さが生じるときに、ＵＥ能力に渡る最
小共通値を使用する。例えば、ＵＥが以下をシグナリングする場合、
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【数３】

が、結果的なＵＥ能力として想定される。代替的に、類似する方法でＵＥ能力の最大値を
使用してもよい。しかしながら、この解決法は、いくつかのタイプのＵＥ能力（例えば、
ＭＩＭＯレイヤの最大数）に対しては上手くいくかもしれないが、他のもの（例えば、Ｃ
ＳＩ処理の最大の数）に対しては上手くいかないかもしれない。ＵＥ能力が、駆動される
ＵＥ複雑性である場合は、最大値をとることはＵＥの計算リソースを超えるかもしれない
。
【００４０】
　　［００４６］
　別の解決法として、ある態様にしたがうと、決定論的なルールにしたがって帯域組み合
わせを選択してもよい。例えば、シグナリングされる最初の帯域組み合わせを常に選択し
てもよい。どの帯域組み合わせを“最初”であるとみなすべきかがＵＥとネットワークと
の両方において明確である場合に、このルールは可能なオプションであるかもしれない。
【００４１】
　　［００４７］
　いくつかの実施形態において、決定論的なルールにしたがって、例えばアルファベット
順に、帯域組み合わせのリストが順序付けされているかもしれない。その後、アルファベ
ット順のリスト中に最初にリストアップされている組み合わせをＵＥは選択してもよい。
たとえＵＥとネットワークがＵＥ能力を異なるように順序付け／記憶していたとしても、
このオプションは曖昧さを避けることができる。ここで使用しているように、アルファベ
ット順の順序付けは、帯域組み合わせを、最初にそれらの第１のエントリにしたがって分
類し、その後、それらの第２、３のエントリなどにしたがって分類することを意味してい
る。
【００４２】
　　［００４８］
　第４の解決法に関して、ある態様にしたがうと、ネットワークは、曖昧な帯域組み合わ
せのうちのどれをネットワークが選択したかをＵＥにシグナリングしてもよい。例えば、
ＵＥがどの帯域組み合わせを想定すべきかを、ネットワークがＵＥに知らせてもよい。代
替的に、曖昧なＵＥ能力の組み合わせであるが、シグナリングされた単一の帯域組み合わ
せに直接的には対応していない、ＵＥ能力の新たなセットを、ネットワークがシグナリン
グしてもよい。このケースにおいて、ネットワークは、ＵＥ能力の新たなセットが、曖昧
なＵＥ能力のうちの任意のものよりも、ＵＥに確実に負担を掛けないようにする必要があ
るかもしれない。
【００４３】
　　［００４９］
　別の態様において、ＣＡ依存の能力の曖昧さを解決することができる。空間レイヤの最
大数のＵＥ能力に対して、ＵＥは以下をシグナリングするかもしれない。　
　帯域Ａ内に帯域内ＣＡが存在する場合、
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【数４】

このケースにおいて、帯域Ａ中のＣＣにおけるＲＩのビット幅をどのように決定するべき
かは不明確であるかもしれない（あまねく、ＲＩビット幅がｅＮＢのＴｘアンテナの数お
よびＵＥカテゴリーに依存すると専門家は言っている）。第１の代替においては、ＵＥが
帯域中にいくつのＣＣを構成しているかにかかわらず、ＲＩビット幅は、帯域中のレイヤ
の総最大数に、提供している例においては４レイヤに基づいている。第２の代替において
は、ＲＩビット幅は、帯域中にＵＥがいくつの搬送波を構成しているかにさらに依存して
いる。このケースにおいて、１つのＣＣが帯域Ａ上に構成されている場合は、ＲＩは４レ
イヤに基づいているかもしれない。代替的に、２つ以上のＣＣが帯域Ａ上に構成されてい
る場合は、ＲＩは２レイヤに基づいているかもしれない。
【００４４】
　　［００５０］
　図５は、本開示のある態様にしたがった、ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信の
ための例示的な動作５００を図示している。５０２において、ＵＥは、無線アクセスネッ
トワーク（ＲＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能
またはマルチポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つをサポートするＵＥ
の能力を決定する。ある態様にしたがうと、ＵＥ能力は、ＤＬ受信に対してサポートされ
るＭＩＭＯレイヤの数、または、チャネルフィードバックに対してサポートされるＣＳＩ
処理の数を含んでいてもよい。
【００４５】
　　［００５１］
　５０６において、ＵＥは、帯域の組み合わせに対する、ＵＥの能力の第１の組み合わせ
を、ＲＡＮの基地局（ＢＳ）にシグナリングする。
【００４６】
　　［００５２］
　５０８において、ＵＥは、帯域の組み合わせに対する、能力の第１の組み合わせとは異
なる、能力の第２の組み合わせを、ＢＳにシグナリングする。ある態様にしたがうと、能
力の第１の組み合わせは、第１の帯域に対してサポートされる能力の第１のセットと、第
２の帯域に対してサポートされる能力の第２のセットとを示し、能力の第２の組み合わせ
は、第１の帯域に対する、第１のセットとは異なる、能力の第３のセットと、第２の帯域
に対する、第２のセットとは異なる、能力の第４のセットとを示す。
【００４７】
　　［００５３］
　５１０において、ＵＥは、１つ以上の基準に基づいて、ＢＳと通信するのに使用する能
力の特定の組み合わせを識別する。ある態様にしたがうと、ＵＥは、第１のセットと第２
のセットとのそれぞれにおける１つ以上の能力に対する、最小共通値をとることによって
、能力の組み合わせを識別してもよい。代替的に、ＵＥは最大共通値をとってもよい。あ
る態様にしたがうと、ＵＥは、決定論的なルールを適用することによって、使用する能力
の組み合わせを識別してもよい。例えば、ルールは、能力の組み合わせがシグナリングさ
れた順序に基づいていてもよい。代替的に、ルールは、能力の組み合わせがシグナリング
された順序とは無関係である、帯域組み合わせの順序付けされているリストに基づいてい
てもよい。ある態様にしたがうと、ＵＥは、使用する能力の組み合わせを示すシグナリン
グを、ＢＳから受信してもよい。いくつかの実施形態に対して、ＢＳは、能力の第１の組
み合わせ、または、能力の第２の組み合わせのいずれか以外の、能力の異なる組み合わせ
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をシグナリングしてもよい。
【００４８】
　　［００５４］
　図６は、本開示のある態様にしたがった、基地局（ＢＳ）によるワイヤレス通信のため
の例示的な動作６００を図示している。
【００４９】
　　［００５５］
　６０２において、ＢＳは、帯域の組み合わせに対する、無線アクセスネットワーク（Ｒ
ＡＮ）の異なる動作周波数帯域上での、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）機能またはマルチ
ポイント協調（ＣｏＭＰ）機能のうちの少なくとも１つをサポートするユーザ機器（ＵＥ
）の能力の、第１の組み合わせを示すシグナリングを、ＵＥから受信する。
【００５０】
　　［００５６］
　６０４において、ＢＳは、帯域の組み合わせに対する、能力の第１の組み合わせとは異
なる、ＲＡＮの異なる動作周波数帯域上での、ＭＩＭＯ機能またはＣｏＭＰ機能のうちの
少なくとも１つをサポートするＵＥの能力の、第２の組み合わせを示すシグナリングを、
ＵＥから受信する。
【００５１】
　　［００５７］
　６０６において、ＢＳは、１つ以上の基準に基づいて、ＵＥと通信するのに使用する能
力の特定の組み合わせを識別する。
【００５２】
　　［００５８］
　上述した方法のさまざまな動作は、対応する機能を実行することが可能な任意の適切な
手段によって実行してもよい。手段は、これらに限定されないが、回路、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、またはプロセッサを含む、さまざまなハードウェアおよび／または
ソフトウェアコンポーネントならびに／あるいはモジュールを備えていてもよい。一般的
に、図面中に図示している動作が存在する場合、それらの動作は、類似するナンバリング
を有する、対応するミーンズプラスファンクションコンポーネントを有していてもよい。
【００５３】
　　［００５９］
　ここで使用しているように、用語“決定すること”は、広範なアクションを含んでいる
。例えば、“決定すること”は、算出すること、計算すること、処理すること、導出する
こと、検査すること、ルックアップすること（例えば、テーブル、データベース、または
別のデータ構造中でルックアップすること）、把握すること、および、これらに類するも
のを含んでいてもよい。“決定すること”はまた、受け取ること（例えば、情報を受け取
ること）、アクセスすること（例えば、メモリ中のデータにアクセスすること）、および
、これらに類するものも含んでいてもよい。“決定すること”はまた、解決すること、選
択すること、選ぶこと、確立すること、および、これらに類するものも含んでいてもよい
。
【００５４】
　　［００６０］
　上述した方法のさまざまな動作は、さまざまなハードウェアおよび／またはソフトウェ
アコンポーネント、回路、ならびに／あるいはモジュールのような、動作を実行すること
が可能な任意の適切な手段によって実行してもよい。一般的に、図面中に図示している任
意の動作は、動作を実行することが可能な対応する機能的手段によって実行してもよい。
【００５５】
　　［００６１］
　本開示と関連して記述したさまざまな例示的な論理ブロック、モジュールおよび回路は
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
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Ｃ）、フィールドプログラム可能ゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラム可
能論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリ
ートハードウェアコンポーネント、あるいは、ここに記述した機能を実行するように設計
されているこれらの任意の組み合わせたものにより、実現または実行してもよい。汎用プ
ロセッサはマイクロプロセッサであってもよいが、代替実施形態では、プロセッサは、任
意の商業的に利用可能なプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置または状態機械であっ
てもよい。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサを組み合わせた
ものや、複数のマイクロプロセッサや、ＤＳＰコアを伴う１つ以上のマイクロプロセッサ
や、または他の任意のこのような構成のような、コンピューティングデバイスを組み合わ
せたものとして実現してもよい。
【００５６】
　　［００６２］
　本開示に関連して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、ハードウェアで、プ
ロセッサにより実行されるソフトウェアモジュールで、または、その２つを組み合わせた
もので直接的に具現化してもよい。ソフトウェアモジュールは、技術的に知られている任
意の形態の記憶媒体に存在していてもよい。使用できる記憶媒体のいくつかの例には、ラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ
、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リ
ムーブバルディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどが含まれる。ソフトウェアモジュールは、単一の
命令または多くの命令を含んでいてもよく、いくつかの異なるコードセグメントを通して
、異なるプログラム間で、および、複数の記憶媒体に渡って分配されてもよい。記憶媒体
は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができる
ようにプロセッサに結合されていてもよい。代替実施形態では、記憶媒体はプロセッサと
一体化されていてもよい。
【００５７】
　　［００６３］
　ここで開示した方法は、説明した方法を達成するための１つ以上のステップまたはアク
ションを含んでいる。方法のステップおよび／またはアクションは、特許請求の範囲から
逸脱することなく、相互に入れ替えることができる。言い換えると、ステップまたはアク
ションの特定の順序が指定されていない限り、特許請求の範囲から逸脱することなく、特
定のステップおよび／またはアクションの順序および／または使用を修正することができ
る。
【００５８】
　　［００６４］
　説明した機能は、ハードウェアで、ソフトウェアで、ファームウェアで、または、これ
らの任意の組み合わせたもので実現してもよい。ソフトウェアで実現した場合、機能は、
１つ以上の命令として、コンピュータ読み取り可能媒体上に記憶してもよい。記憶媒体は
、コンピュータによりアクセスすることができる何らかの利用可能な媒体であってもよい
。例として、これらに限定されるものではないが、このようなコンピュータ読み取り可能
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶装置、
磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、コンピュータによりアク
セスでき、命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを運ぶまたは記憶する
ために使用できる他の何らかの媒体を含むことができる。ここで使用するようなディスク
（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商
標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディス
ク、およびブルーレイ（登録商標）ディスクを含んでいる。ここで、ディスク（ｄｉｓｋ
）が通常、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレーザに
よって光学的に再生する。
【００５９】
　　［００６５］
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　したがって、ある態様は、ここで提示した動作を実行するためのコンピュータプログラ
ムプロダクトを備えていてもよい。例えば、そのようなコンピュータプログラムプロダク
トは、その上に記憶されている（および／またはエンコードされている）命令を有するコ
ンピュータ読み取り可能媒体を含んでいてもよく、命令は、１つ以上のプロセッサによっ
て、ここで記述した動作を実行するように実行可能である。ある態様に関して、コンピュ
ータプログラムプロダクトは、パッケージングマテリアルを備えていてもよい。
【００６０】
　　［００６６］
　ソフトウェアまたは命令は、送信媒体を通して送信してもよい。例えば、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは、赤外
線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用しているウェブサイト、サー
バ、または他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合には、同軸ケーブル、光フ
ァイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは、赤外線、無線、およびマイクロ波の
ようなワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００６１】
　　［００６７］
　さらに、適用可能であれば、ここで説明した方法および技術を実行するためのモジュー
ルおよび／または他の適切な手段が、ユーザ端末および／または基地局によって、ダウン
ロードできるか、ならびに／あるいは、そうでなければ取得できることを正しく認識すべ
きである。例えば、ここで説明した方法を実行するための手段の転送を容易にするために
、このようなデバイスをサーバに結合することができる。代替的に、記憶装置手段（例え
ば、ＲＡＭや、ＲＯＭや、コンパクトディスク（ＣＤ）またはフロッピーディスクのよう
な物理的な記憶媒体など）を介して、ここで説明したさまざまな方法を提供することがで
きる。これにより、記憶装置手段をデバイスに結合または提供すると、ユーザ端末および
／または基地局がさまざまな方法を取得できる。さらに、ここで説明した方法および技術
をデバイスに提供するための他の何らかの適切な技術を利用することができる。
【００６２】
　　［００６８］
　特許請求の範囲は、上記で示したまさにそのコンフィギュレーションおよびコンポーネ
ントに限定されるものではないことを理解すべきである。さまざまな修正、変更、および
バリエーションが、上述した方法および装置の構成、運用、および詳細において、特許請
求の範囲から逸脱することなく行われてもよい。
【００６３】
　　［００６９］
　さまざまなアプリケーションにおいて、ここで提供した技術を利用してもよい。ある態
様に対して、ここで提示した技術を、アクセスポイント局中、アクセス端末中、モバイル
ハンドセット中、または、ここで提供した技術を実行するための処理論理およびエレメン
トを有する他のタイプのワイヤレスデバイス中に組み込んでもよい。
【００６４】
　　［００７０］
　先述のものは、本開示の態様に向けられているが、開示の基本的な範囲から逸脱するこ
となく、本開示の他のおよびさらなる態様を考案してもよく、開示の範囲は、以下に続く
特許請求の範囲により決定される。
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